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長くかつ広 く形成されてお り､一方 CASではステント留置部内に軽度の狭窄を残 してい
た.流線解析において､PatchCEAにおける内頚動脈の最大流速は0.5-0.6m/Sであり､
cASの最大流速の約 3分の 2であった｡PatehCEA後の内頚動脈球部では回旋性の低速
流を認めた.WSS解析では球部の外側壁で局所的低 WSSを認めた｡20130Pa程度の比
較的高WSSがPatchCEAの血管内膜切除部位の遠位末端部や CASの残存する狭窄蔀で
認められた｡
以上の結果から､計算流体力学上､CASとPatchCEA間で術後頚動脈内の流線や WSS
に違いがあることが明らかとなった｡流体力学的コンピュータシミュレーションは最良の
臨床結果をもたらすための適切な流動学的状況に関する情報を提供することを示した価
値ある業績である.
募って､.本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
